












































































































もあり、両者 由緒ある寺院 座主のように、転生によっ 系譜が続く高僧などに贈られることが多い。しかし、 「章嘉國師傳」で 「呼畢勒罕」が本来の「
qubil©an 」の意味を持っていたか





















































































































































































































ト系統に属するチベット寺院としては鎮海寺普楽院、集福寺、文殊院、広化寺、慈福寺 六ヶ所があり、 よってチャンキャラマが管轄し、 〔チャンキャ自身は〕 鎮海 に駐留した
AZB」 とあるように、









































ンキャ二世が五 山 院の建立・改宗を始めたとされる一七〇五年も、実際 五台山事業は、チャンキャ二世ではなく北京の崇国寺系の僧が行っていた可能性が指摘できる である。しかも、歴代のチャ ・ホトクトが住持していた鎮海寺も、一七一〇年の重修は崇国寺系の鼎増監錯によって行われたという。その時に住持
していたとされる朋錯垂旦は、チベット語でおそらくポンツォ・チューデンかと思われるが、チャンキャ二世＝ガワン・ロサン・チューデンと同一の僧であっ かは分からない。以上を考慮すると、チャンキャ二世によ 五台山寺院の建立・改宗については、チャンキャ二世が実際に行ったかどうかも怪 くなってくる。二
- 二、モンゴル諸集団への灌頂授与の意義
少なくとも、一七一〇年までの五台山事業が
















































ベット仏教の儀礼に基づいている場合の一例として、その関係構築の手順の一端が窺える。すなわち、モンゴル側の要請で清皇帝の長寿儀礼をチベット仏教に基づいて行うという手順である。そして、その際 ダラニ封入および落慶法要を行う者が、チャンキャ二世であったことはきわめて重要である。このモンゴル・ハラチン部の場合では、チャンキャ二世の招聘に伴う諸儀式、多くの聖俗に対する灌頂 指南、誓言、授戒が注目される。とくに灌頂については、これを行える僧とな ば限られ、例えばチの名だたる高僧のもとで二十年にも亘って修行を積んだチャンキャ二世のような僧でなければならなかった。
灌頂とは、密教の入門儀礼であり、端的にい




















 kun spyod ）」や「集団で念誦する方法
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ong tshi tå ko shri AiB）」の称号の賜与

















おそらくドロンノールの彙宗寺における活動に他ならない。その彙宗寺 、周辺のマンジュ人、漢人、とくにモンゴル人を一から指導し、段階的にチベット仏教の教義やそれに関する技術等導入していったのである。 く 帰属したばかりのハルハのモンゴル人 とっては、ドロンノールの彙宗寺の存在は大きかったと思われ、そのことはチャンキャ二世が清の対モンゴル政策に大きく貢献したことを意味している。例えば、この場合の清とモンゴ の繋がりの一例としては灌頂があげられ、その灌頂を行なえ チャンキャ二世は、それまでの清に属していた僧とは一線を画する存在であったか 思われる。
ところで、五台山寺院がチャンキャ派とダラ
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イラマ派とに二分されたことについては、以上のチャンキャ二世の台頭と、当時の清とチベットの関係から次のような推測が立てられる。ベッ の摂政サンゲ・ギャンツォが十六年に亘ってダライラマ五世の死を隠匿し、しかもジュンガルのガルダンと繋がっていたことは、清にダライラマ政権に対する不信感を抱かせるに十分であった。そこへダ イラマ七世の幼少期が重なり、おのずとチャンキャ二 への比重が高まったのであろう。
このような清によるダライラマ政権に対する
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’jigs byed ） 』に基づく灌頂。ゲルク派が
ツォンカパの教えに従って重んじる三つの灌頂の一つ。他に『グヒヤサマージャ（秘密集会タントラ／
gsang 





chog ） 』があり、 三つの灌頂の頭文字を合わせて「サン・
デ・ジク・スム（
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からである。一五七八年、当時のモンゴルの有力者アルタン・ハーンとチベット仏教ゲルク派の高僧ソナム・ギャンツォが青海で会見し、その際にア タン・ハーンが贈ったソナム・ギャンツォの称号が「ダライラマ」であった。「ギャンツォ」はチベット語で「海」の意味があり、 「海」はモンゴル語で「ダライ」である。 して 「ダライラマ」を正統なものとするため、転生をツォンカパの弟子の一
人にまで遡ってソナム・ギャンツォを「ダライラマ三世」としたのである。
史料・文献『チャンキャ二世自伝』
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1661 -1722 ―』 （藤原書店、二〇一六年）
新藤篤史「清朝前期の五台山におけるチベット仏教」 『綜合佛教
研究所年報』 （三九、 二〇一七年）
＊本稿は平成二九年度高柳基金特別研究奨励費の成果の一つで
ある。
清・康熙期のチベット仏教導入
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